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形 名 DL-TK4214 バー ェ ぃ 
DL-TK4215 ルー あぁ 5) 










































































適合 ラン プ | 直 管 LED ラ ンプ (LDL40*?) 
中) 日 本 電球 工業 会 規格 (JEL80 1) に 基づく 形式 表示 
e ラン プ は 別売 で す 。 

お 客 様 へ 
この 器具 の 施工 に は 電気 工事 士 の 資格 が 必要 で す 。 
取付 工事 は 必ず 電気 工事 店 に 依頼 し て くだ さい 。 

@ 一 役 の 方 の 工事 は 法律 で 禁じ られ て お り ま す 。 

工事 店 様 へ 

@ 丁 事 が 終了 し まし た ら 、 本 説明 
へ お 渡し くだ さい 。 








は 、 必 ず お 客 様 


中 























お 買い あげ いた だ き 、 ま こと に あり が と う ご ざ いま し た 。 
本 説明 書 を よく お 読み の うえ 、 正 し く お 使い くだ さい 。 

ご 使用 の 前 に 「 安 全 上 の ご 注意 ] を 必ず お 読み くだ さい 。 

本 説明 書 は 、 い つ で も 見 る こと が で きる 所 に 必ず 保存 し 
II くり Gb 


馬上 の ご 注 
ヒー ご 2 土足 
必ず お 守り くだ さい 


人 へ の 危害 、 財 産 へ の 損害 を 防ぐ た め 、 

お 守り いた だ く こ と を 説明 し て いま す 。 

画 誤 っ た 使い か た で 生じ る 内 容 を 、 
次 の よう に 区 分 し て 説明 し て いま す 。 















































代 警 と - | 死亡 また は 重傷 を 負う お それ が ある 」 


音 「 軽 傷 を 負う 、 ま た は 財産 に 損害 を 
や ^ 受け る お それ が ある 」 内 容 。 


田 お 守り いた だ く 内 容 の 種類 を 、 
次 の 図 記号 で 説明 し て いま す 。 


QQ し て は いけ な いこ と 。 












































《 し な けれ ば な ら な いこ と 。 





Q 


@ こ の 器具 は 、 ア ンカ ー ボ ルト 吊り 下げ 器具 で す 。 
(指定 以外 の 取り 付け を お こ な う 場合 は 、 必 ず 設 置 面 の 強度 を 
確認 する こと ) 
⑧ 器 具 を 布 や 紙 な どの 可燃 物 で 和 枚 っ た り 、 被 せ た り 、 燃 え や すい 
も の を 近づけ な い 。 (火災 の 原因 ) 
候 被 照射 物 と 器具 は 50cm 以 下 に 近づけ な い 。 
と くに 絹 、 皮 、 布 地 な ど 「 色 落ち ] の お それ が ある 物 に 照射 する 
場合 は 注意 が 必要 。( 被 照射 物 の 火災 、 変 色 、 裾 色 の 原因 ) 
⑧ 問 具 を 改造 し た り 、 部 品 を 変更 し て 使う こと は 絶対 に や め る 。 
具 落 下 、 感 電 、 火 災 の 原因 ) 
、 修 理 の と き 以 外 は 分 解 し な い 。 
(器具 落下 、 感 電 、 火 災 の 原因 ) 
信 器 具 に 他 の 加重 を か け な い 。 (落下 、 感 電 、 焼 損 の 原因 |) 
る @ こ の 器具 は 湯気 、 湿気 の 多い 場所 、 お よび 直接 雨 が か か る 場所 
で は 使え ませ ん 。 (湯気 の 侵入 に よる 絶縁 不良 、 感 電 の 原因 ) 


@ 住 宅 の 断熱 材 施工 天井 で は 断熱 材 施工 
不 可 













































































































































































使え ませ ん 。 

住宅 以外 の 断熱 材 施工 天井 内 に 使 
する 場合 に は 、「 断 熱 材 ・ 防 音 材 の 
施工 方 法 に つい て 」( つ ペー ジ ) に 示す 
施工 が 必要 で す 。 
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人 @ 了 取り付け は 、 お 買い あげ の 販売 店 、 ま た は 専門 業者 に 依頼 する 。 
(一 般 の 方 の 工事 は 法律 で 禁じ られ て お り ま す ) 
@ お 手入れ の 際 は 、 必 ず 電 源 を 切る 。( 感 電 の 原因 ) 
念 煙 、 臭 いな どの 異常 を 感じ た ら 、 す ぐに 電源 を 切る 。 
(感電 、 火 災 の 原因 ) 

工事 店 、 お 買い あげ の 販売 店 に ご 相談 くだ さい 。 

@ 器 具 の 取り 付け は 、 電 気 工事 士 の 資格 の ある 方 が 「 電 気 設備 に 
関す る 技術 基準 」]、「 内 線 規 定 ]、 お よび 、 本 説明 書 に し た が う 。 
(取り 付け に 不備 が ある と 器具 落下 、 感 電 、 火 災 の 原因 ) 

候 取 付 方 向 は 、 本 説明 書 に し た が っ て 正しく 施工 する 。 
(感電 、 火 災 、 ケ ガ の 原因 ) 

⑧ 問 具 の すき 間 に 針 金 な ど を 巻き 込ま な い 。 
(けが や 感電 、 火 災 の 原因 ) 

⑧ 器 具 の 送り 容量 は 19A で す 。 
(容量 を 超え る と 発熱 、 火 災 の 原因 

@ 交 流 電源 を ご 使用 くだ さい 。 電源 周 波数 は 50Hz、60Hz 共 用 
で す 。 電源 電圧 は 、 器 具 銘 板 ま た は 本 説明 書 に 記載 され て いる 
電圧 土 109%6 内 で 使う 。( 間 違っ て 使用 する と LED 電 源 ユ ニッ ト 、 

具 な どの 短 寿命 、 火 災 の 原因 ) 

人 @ 碧 具 と 被 照 射 面 は 50cm 以 上 離す 。 ドア の 開閉 範囲 、 家 具 な ど 
の 可燃 物 に 近づけ な いよ うに 施工 する 。 

(発熱 、 変 色 の 原 













































































































































































⑧ 器 具 の 一 部 が 破損 し た まま 使わ な い 。( 落 下 、 ケ ガ の 原 
人 @ 器 具 の 下 に スト ー ブ 、 コ ン ロ な どの 発熱 物 を 置か な い 。 
(火災 、 落 下 、 器 具 の 変形 、LED 短 寿命 の 原因 ) 
@ 器 具 を 洗剤 や 薬品 な ど で 拭 いた り 、 殺 虫 剤 を か けた り し な い 。 
央 ) 
@LED 点 灯 時 、 お よび 消灯 直後 は 器具 に 触れ な い 。 
(高温 の た め 、 火 傷 の 原因 ) 
信 一 股 屋内 用 器具 で す 。 直射 日 光 の 当たる 場所 、 混 気 の 多い 場所 、 
振動 の ある 場所 、 腐 食性 ガス の 発生 する 場所 で は 使わ な い 。 
(感電 、 落 下 、 サ ビ の 原因 ) 
人 @ 軒 下 、 屋 外側 通路 な どの 雨 の 吹き 込み を 受け る 場所 で は 使わ な 
い 。 (感電 、 落 下 、 サ ビ の 原因 ) 
久 器 具 を 密閉 し た 空間 に 設置 し な い 。 (発熱 、LED 短 寿命 の 原因 ) 
人 @ 濡 れ た 手 で 器具 を 取り 扱わ な い 。 (感電 、 故 障 の 原因 ) 
人 @ ラ ンプ 交換 は 、 電 源 を 切っ て か ら お こ な う 。 
(感電 、 故 障 の 原因 ) 







































































































































































信 周 囲 温度 は 、5ー35C の 範囲 で 使用 する よう に 設計 し て いま 
す 。 (高温 で 使用 する と 火災 、LED 短 寿命 の 原因 ) 
信 必 ず GX16t-5 口 金 付 直 管 LED ラ ンプ を ご 使用 くだ さい 。 
(落下 、 感 電 、 火 災 の 原因 ) 















































器具 の 取付 万 法 
ボル ト の 出し ろ 










800mm( ボ ルト 取り 付け の 場合 ) 
600mm( ボ ルト 取り 付け の 場合 ) 








































































































本 体 
ソ ケ ッ ※ ア ンカ ー ボ ルト 600mm の 
0 間隔 で 施工 する 場合 は 、 ノ 
時 ッ ク ア ウト 部 に 穴 を 開け て 、 

っ < 調 光 用 端子 台 使用 し て くだ さい 。 

[ コ 

部 電源 口 

電 源 

の [紅子 台 

な 本 体 上 部 

誠 a ソケット 

J 売 ツ 

え (給電 側 ) 
反射 板 座 金 
(DLTK4215 の め ) メッ ド 























= ュー 三 

取り 付け 前 の 確認 

@ 器具 と ラン プ の 質量 (4.8kg) に 十分 に 陣 え られ る よう 、 
ボル ト 取 付 部 の 強度 お よび 天井 材 の 強度 を 確保 する 。 
取付 ボル ト は 、WG3/8、 ま た は M1 0 を 使用 する 。 

@ ボル ト は 極端 な 斜め 出し に な ら な いこ と 。 

@ 天井 の 埋 込 穴 寸法 は 、 長 さ 1257mmX 幅 300mm で す 。 


断熱 材 ・ 防 音 材 の 施工 方 法 に つい て | 住宅 の 断熱 材 施工 天井 で は 使用 で きま せん 。 


住宅 以外 の 断熱 施工 天井 で ご 使用 の 場合 の 施工 方 法 は 、 右 図 の 通り で す 。 
※ 電 源 線 は 断熱 材 ・ 防 音 材 の 上 側 に くる よう に 配線 し ます 。 



























































































































断熱 材 ・ 防 音 材 ・ 可 燃 物 は 、 器 具 本 体 の 周囲 10cm 以 上 離す 。 20cm i 
断熱 材 ・ 防 音 材 の 上 部 は 20cm 以 上 必要 。 以上 























| 


@ 不備 が ある と 、 器 具 落 下 の 原因 と な り ま す 。 
@ 誤っ た 施工 を する と 、 発 熱 ・ 短 寿命 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


本 体 の 取り 付け 


び 注 


外 


断熱 材 ・ 防 音 材 ・ 可 燃 物 


電源 線 と アー ス 線 を 、 本 体 の 電源 口 か ら 引 き 込 む 。 

電源 ブッ シン グ が つい て いな い 電 源 口 を 使用 する 場合 は 、 必 ず 、 
電源 ブッ シン グ を 取り 替え て くだ さい 。 
⑨ 本 体 を 取付 ボル ト に 確実 に 取り 付け る 。( 推 奨 ト ルク 値 1.5N・m) 





















































@ 内 部 配線 を 傷つけ な い 。 
@ 器具 内 の 線 を 座金 や ナッ ト な ど で 挟 み 込 まな い 。( 器 具 の 落下 や ・ 感 電 の 原因 ) 
@ 締め 過ぎ な い 。( 締 め 過 ぎる と 器具 や 天井 材 の 変形 ・ 破 損 の 原因 ) 


























電源 線 ・ ア ー ス 線 の 接続 1 1 


D 種 (第 3 種 ) 接 地 工 事 が 必要 で す 。 
① 必 ず 端 子 台 近傍 の 電源 口 を 通す 。 
⑧@ 電 源 線 と アー ス 線 を 確実 に 差し 込む 。 


10~14mm 


i 


適合 電線 の 1.6mm 
(単線 ) の 2.0mm 










































































全 論 、 。 接続 が 不 完全 な 場合 、 火 災 の 原因 と 
幼 。 な り ま す 。 配線 端子 電源 線 





調 光 器 と の 接続 


① 調 光信 号線 の 被覆 を 所 定 の 長 さ (9 一 1 1mm) に スト リッ プ す る 。 
( 調 光信 号線 に は の 0.9、 の 1.2mm の 軟 銅 単線 を 使用 する 。 よ り 線 は 使用 し な いで くだ さい ) 





























※ 調 光 器 は PWM 調 光信 号 方 式 の も の を 使用 し て くだ さい 、。 方 式 の 異な る 調 光 器 を 使用 し た 場合 、 点 灯 し な か っ た り 、 
故障 に 至る お それ が あり ます 。 



































@ 調 光 端 子 台 と 調 光 器 の 間 を 、 調 光信 号線 (本) で 接続 する 。 調 光信 号線 を 接続 する 場合 は 、 調 光 端 子 台 の 電線 挿入 穴 に 芯線 を 
傘 実 に 奥 ま で 差し 込む 。 必 要 に 応じ て 調 光 器 か ら の 負荷 出力 を 電源 端子 台 に 接続 する 。( 軽 く 引 っ 張り 、 接 続 の 状態 を 確認 する ) 
③ 調 光信 号線 を は ず す 場合 は 、 電 源 を 切り 解除 穴 に マイ ナス ドライバー を 真っ 直ぐ 押し 込ん で 、 調 光信 号線 を 引き 抜く 。 

破損 の お それ が あり ます の で 、 ド ライ バー は 傾け な いで くだ さい 。 

※ 調 光 器 側 の 接続 に つき まし て は 、 調 光 突 の 取扱 説明 書 を ご 参照 くだ さい 。 


設定 スイ ッ チ に つい て 

初期 照度 補正 モー ド の 設定 (スイ ッ チ を 操作 する と き は 、 電 源 を OFF に し て くだ さい ) 
この 器具 は 、 ラ ンプ の 使用 時 間 に 比 例 し た 照度 低下 を 補正 する 電力 制御 が 可能 で す 。 切 期 設定 
この 機能 を 使用 時 に 、 新 し い ラ ンプ に 交換 する 際 に は 、 初 期 照度 補正 時 間 を リセ ッ ト 王 
する 操作 が 必要 に な り ま す 。 ま た 、 初 期 照度 補正 は 独立 し た 設定 に な っ て お り 、 各 出 ( 空 属 ケー ス 内 に 



































こり 












































ON DIP 

























































































































































































































































































力 上 限 毎 に 設定 可能 で す 。( 工 場 出荷 時 は 、 初 期 照度 補正 (スイ ッ チ 1) を ON に し て いま す ) 出力 上 限 | スイ ッ チ 2 | スイ ッ チ 3 
設定 方 法 | スイ ッ チ 1 を ON に し て 、 電 源 を 投入 する 。 (初期 照 度 補正 を 初期 化す る 場合 は 、 | 四 | 目 
スイ ッ チ ら と 3 を OFF、 ス イッ チ 4 を ON に し て 電源 を 投入 し た 後 、 元 に 戻す ) 5 or | oF 
解除 方 法 | スイッチ 1 を OFF に し て 、 電 源 を 投入 する 。 g0% い | 
= - OFF 
調 光 範囲 の 変更 ペ 
設定 スイ ッ チ に より 、 出 力 の 上 限 を 4 段階 に 切り 替え る こと が で きま す 。 0% 用 
設定 方 法 | スイ ッ チ 2 と 3 を 、 表 の よう に 切り 替え る 。 
= RN 50% | 国 | 国 
その 他 上 記 設 定 に 関係 な い ス イッ チ 4 は 、 淀 時 DFF に し ます 。 
トー 接地 側 (1 本 ピン ) a 給電 側 ( の 本 ピン ) 
ラン プ の 取り 付け ソケット マ 印 | ーー ニー ソケット 
① ラ ンプ の 1 本 ピン 側 を 接地 側 ソ ケッ ト ( マ 印 付き ) SD う *⑯ 
に 挿入 する 。 
④ ラ ンプ の ら 本 ピン 側 を 矢印 の 方 向 (1 本 ピン 側 ) 1 4 
へ 押さ えな が ら 、 給 電 側 ソケット に 挿入 する = By 
ツン ケツ ド 
発光 部 が 照射 方 向 と な る よう に 90* 回 転 さ せ 、 ラ ンプ の 位置 ラン プ 位 置 合 むせ マー ク 


合わ せ マ ー ク が ソケット 挿入 口 の 中 央 に な る 位置 で 固定 する 。 
(ラン ププ 端面 と ソケット 前 面 に 隙間 が な いこ と を 確認 する ) 











































































時 ソケット 挿入 口 と 
位置 合わ せ マ ー ク 
| を 合わ せる 。 
接地 側 ソ ケッ ト 










@ 取付 後 は ラン プ を 引っ 張ら な いで くだ さい 。 
ez3sW = ソケット 内 部 の 接点 の バネ が 変形 し て 、 ラ ンプ 
の 保持 力 が 弱く な り ま す 。 (落下 の 原因 ) 












※ 取 付 位置 が 合っ て いな いと 不 点灯 や 
落下 の 原因 に な り ま す 。 


反射 板 の 取 り 付け 


反射 板 端 部 を 本 体 凹 部 (4 力 所 ) に は め 込 み 、 確 実に 取り 付 
ける 。(DL-TK4215 の み 、 反 射 板 に ルー バー が あり ます ) 


@ 取り 付け が 不 完全 な 場合 、 反 射 板 落 下 の 
原因 と な り ま す 。 


本 体 凹 部 


反射 板 端 部 


























反射 4 


1 





ラン プ の 交換 に つい て 

HOME 5 
@ ラン プ 交 換 は 、 必 ず 電 源 を 切っ て か ら お こ な っ て くだ さい 。( 感 電 、 故 障 の 原因 ) 

@ ラン プ の 交換 方 法 は 、 9 ラン プ の 取り 付け に し た が っ て くだ さい 、。 
@ 初期 照度 補正 モー ド 設 定時 に は 、 ラ ンプ の 交換 時 に ラン プ の 使用 時 間 を リセ ッ ト す る 操作 が 必要 に な り ま す 。 
設定 方 法 は 、 奄 調 光 器 と の 接続 の 初期 照度 補正 時 間 リ セッ ト の 項目 を ご 参照 くだ さい 。 


て 




















っ 


@ 温度 の 


各 2 
影響 





に より 、 


@ LED 光 源 に は バラ ツキ が ある た め 


異常 で は あり ませ ん 。 


@ 照射 距離 が 近い 場合 や 照射 面 な ど に よっ て 光 ム ラ が 気 に な る 
ほこ り の 多い 場所 で は 、 和 気流 に より 器具 の 
器具 の 明る さ を 保 つた め に は 、 反 射 板 の 
ジオ 、 テ レビ や 赤 多 # 
動作 し な い 場 合 が あ 
時 通訳 な どの 誘導 無線 を ご 使用 に な る 場合 、 
@ 安全 上 、 LED 光 源 を 直 + 


@ 喫 居 に よる 煙 や 、 


@ ラ 
に 


@ 同 

















器具 か ら 若 干 の 収縮 ノ 膨 引 








長 に よる キシ ミ 音 が する こと が あり ます が 、 異常 で は あり ませ ん 。 : 








、 同 一 形 名 商品 で も 商品 ご 


と に 発光 色 、 明 る さ が 異 な る 場合 が あり ます が 、 














場合 が あり ます の で ご 了承 くだ さい 





周り に 汚れ が 集中 する こと が あり ます 。 




















県 リモ 
eer 












































E 期 的 な 清 
ン 方 式 の 機器 は 、 


掃 を お すす めし ます 。 
照明 器具 から 離し て ご 使用 くだ さ 


NE と が あり ます 。 











い 。 雑音 が 入っ た り 、 正 常 





目 の 感 じ る 明る さび 関係 は 科 し な い 場 合 が あり ます 。 








故障 で は あり ませ ん 。 
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朋 つ と 、 外 観 に 異常 が な く て も 内 部 の 劣化 は 進行 し て いま す 。 点 検 、 














交換 を お すす めし ます 。 





























間 が 長い 場合 は 寿命 が 短く な り ま す 。 
よる 点検 を お 受け くだ さい 




















ー ド で きま す ) に 基づき 自主 点検 し て くだ さい 
。 点検 せ ず に 長 時 間 使 い 続け る と 、 ま れ に 発煙 、 

















@ 調 光 品 の 調 光 率 (%%) と 
@ 調 光 器 に より 調 光 動 作 の 状況 が 異な る 場合 が ちり ます が 、 
人 @ 照明 器具 に は 寿命 が あら り ま す 
設置 し て 1( 0 年 a 
= * 使用 条件 は 周囲 温度 30C、1 日 10 時 間 点灯 で す 。 

安全 に e 周囲 温度 が 高い 場合 、 点灯 
関す る el 年 に 1 回 は 、「 安 全 チ ェ ッ クシ ー ト |」 (当社 ホー ムペ ー ジ か ら ダ ウン 
| ご 注 意 3 年 に 1 回 は 、 工 事 店 等 の 専門 家 に 


発火 、 


感電 











呈 な ど に 至る お それ が あり ます 。 


ァ 


お 手入れ 














@ 器具 の お 手入れ は 、 乾 いた 柔らか い 布 で 軽く 拭き 取っ て くだ さ 








ま 湯 、 














@ 器具 や ラン プ た を 水洗 いし た り 、 
@ シン ナー、 ベ ンジ ン な どの 














rE: 


機 溶剤 

















保証 と アフ ター サー 














また は 1 一 ら 96 に うつ すめ た 中 性 洗剤 (例え ば 台所 洗剤 ) を 浸し 、 i 
部 分 を クレ ン ザ ー や た わし で 磨 か な いで くだ さ 
アル カリ 、 弱 酸性 、 坦 素 系 測 で は 拭 か な いで くだ さ 


い 。 汚れ が ひど いと き は 、 ネ ル の よう な 柔らか い 布 に 、 水 や ぬる 
ER ER 2 


ービス (よく お 読み くだ さい ) 















































































































































































































































































































































































































































1 異常 が め る と き は 使用 を や め て くだ さい @ 保証 期間 … 設 置 完了 日 (引渡 し 日 ) よ り 1 年 間 で す 。 
2 お 買い あげ の 販売 店 (工事 店 ) に 次 の こと を お 知ら せく だ さい 保証 書 が 必要 な 場合 は 販売 店 (工事 店 ) ま で お 申し 出 く だ さい 。 
・ 品 名 : 直 管 LED 照 明 器 具 三 = = 
・ 形 名 : (器具 銘板 に 記載 の 形 名 ) 保証 の 兄 責 事項 
・ お 買い あげ 日 (年 月 日 ) ・ 故 障 の 状態 (具体 的 に ) 1 = a 
・ ご 住所 (付近 の 目印 も 合わ せ て お 知ら せく だ さい ) 9 免 事項 に つき まし て は 、 保 証書 、 ま た は カタ ログ を ご 参 
・ お 名 前 ・ 電 話 番号 ・ ご 訪問 希望 日 照 く だ さい 
ム | 
多 ge 部 品 の 保有 期間 
便利 メモ 補修 用 性 能 部 
販売 店 名 」 
= @ 当社 は LED 照 明 の 補修 用 性 能 部 品 を 製品 の 製造 打 切 後 、6 年 
保有 し て いま す 。 
@ 補修 用 性 能 部 品 と は 、 そ の 製品 の 機能 を 維持 する た め に 必要 
コー 立 K ロバ 
| 修理 料金 の し くみ | NN 
@ 修理 料金 は 、 技 術 料 部品 代 ・ 出 張 料 な ど で 構 成 さ れ て いま す 。 
mS | mae | 仕 合 
立 K ロ トド ー ーー ロロ / ト 人 
部 品 代 修理 に 使 し た 部 合作 多 ds i DLTK4214( ル レーバー な し ) 
出張 料 | 製品 の ある 場所 へ 技術 者 を 派遣 する 場合 の 料金 で す 。 ン DL-TK4515( ル ー バ ー お あり ) 
電源 電圧 AC100~242V 








調 } 











端子 台 





富 具 育 面 較 
== 月 





只 














4-12X ら 0 



































用 端子 人 


電源 装置 





ボル ト 





婦 






























































周波 数 
調 光 方 式 
調 光 範囲 
質量 
消費 電流 
消費 電力 


50/G0Hz 
PWM 調 光 信号 方 式 (1 kHz,1 1V) 
約 10 一 10096( 全 光 東 ) 
3.8kg(DL-TK4214), 4.8kg(DL-TK4815) 
0.57~0.24A 
56.5~55W 
ラン プ の 


橋間 生 =bW 
* 使 用 する ラン プ に より 、 消 費 電力 ・ 電 


























流 値 が 異な り ま す 。 





画 シ ャ ー プ サポ ー ト ペー ジ 
問い 合わ せ 























http://www.sharp.co.jp/support/ 
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